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要旨
　
ＡＩ技術の進む現在、コンピューターはその情報収集力
と解析力の高さによって、人と同等かそれ以上の能力を持っているかのように捉えられる。文学を読むという行為は、多くの情報調査やそれまでの経験を必要とする。とするならば、そ 能 が人以上 備わっているコンピューターは、人以上に文学を読めるということになりはしないだろうか。しかし、人間にあってコンピュータ い力が一つある。それ 未来を思考し得るという点 ある。ピュータは情報解析による先の予測はできても、未来 こうなって欲しいという願望を自ら抱くことはできない。つまり、コンピュータは、過去 ら現在という一方向的 時
間性によって現在に最適化しているのに対し、人間は、過去・現在・未来という連綿と続く時間性を有し、それらの時間の中の今に生きて るということである。人はこの未来性を有するからこそ、文学 希望を読み取れ のだと考える。キーワード：読み、文学、ＡＩ、時間、 「古今和歌集」一
　
ＡＩが文学を読む
　
現在、ＡＩ技術
1は暮らしの各所で展開されている。検
索エンジンや掃除ロボット、コールセンターの業務サポートやダイエットプログラムまで 実に様々である。　
ＡＩは、膨大な情報量にもとづき、最も的確な解を導き
出す。同じように、私たちが文学を読む もそれまでの経
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験や学んだ知識にもとづいてその作品を読む。そうであるならば、人よりも膨大な情報量を有することのできるロボットのほうが文学を読めるのではないだろうか。もちろん、人とコンピューターは違う。それ ぜなのか、との一つの解として時間の感得性を示したい。　
その前提として、人とコンピューターの関係を少し捉え
てみたい。ＡＩ技術の一つとしてよく知られて るＳｉｒｉ
2は、人の話す言語を処理し、その言語に対する答えと
して最も最適な事柄を提供する。それに加えて、例えば「恋人はいるの？」などの答えにはウィットの効いた答えを返してくれる。このような行動を見て はＳｉｒｉを人と同じような存在として認識する。コンピューターの受け答えの仕方や、その仕草を見て、その動作に意味付けを行っている である。しかもそれはまるでコンピュータに意志があるような意味付けであり、コンピューターにまるで心があるように人は感じている。　
この心というキーワードは、 「古今和歌集」の中でも取
り上げられる。 「古今和歌集仮名序」には、 「や とうたは人の心を種として万の言の葉 ぞ れりける。 」と記されており、 「言の葉」と成ることで「人の心」を捉えることができると考えることができ 。 「言葉に を付して心として捉えている」と言い換えることができるかもしれな
い。つまり、実体はないのである。　
それでも、やはり実体的に捉える例は多くある。次の歌
は「古今和歌集」に収められた紀貫之の歌である。
3
「古今和歌集」巻第二・春歌下・八二番・紀貫之桜の花の散りけるをよみけることならば咲かずやはあらぬ桜花見る我さへに静心なし
　
この歌には次のような解説が付けられている。
人が賞賛する桜に、逆に咲くなと言ったところが機転である。桜のために心がそぞろに るというのが当時の貴族たちの実感で、業平も同様の心を五三番でたっている。
　「当時の貴族たちの実感」との言葉は、歌が実際にもとづくものだとの立場によるものだと考えられるが、なぜ
「実感」として規定してしまうのだろうか。その思考モデルは次のようになるだろう。　
１
　
桜をモチーフとする歌が和歌では多くあるため、多く読まれているということは、 （当時の）日本人は
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桜を好んでいると認識されているむきがあると考えられるから。
　
２
　「ことならば」 「静心なし」という人の感情を想起させる言葉が使用されて ため。
　
３
　「我さへ」との言葉から、 「我」は作者自身だと解釈されてしまい、２であげた感情を表す表現が作者自身の感情だと認識されてしまうため。
　
４
　「静心なし」との感情で締めくくるこの歌は、 「桜の散りけるを」詠んだものであるため、桜がこの感情を起因させた要因であると感じるから。
　
５
　
読者は、歌で詠まれる事態に直面す 当事者のように読んでしまうため、１〜４の事柄がま で読 自らの感想であるかのように じ うから。
　
これらの読み方は、ＡＩが行うディープラーニングやク
ラウドロボティクスの仕組みによく似ている。　
ディープラーニングは、ＡＩの行う機械学習のしくみの
一つで、人間の脳を真似た仮想的なネットワークを多層に積み重ねることでその事柄の特徴を理解し、何であるのかを判断する。　
クラウドロボティクスは、クラウドとロボットをネット
回線を利用して接続し 情報を行き来させることで、ロボットはクラウドからビッグデータを読み込み事柄へ対応
し、クラウドはロボットから情報を受け取り解析・蓄積する仕組みを指す。　
これらの方法は、資料館から資料を収集したり、得た情
報を細かく分析するという私たちが研究を行う時に用いている手法にそっくりであり、とすれば、やはり私たち人間以上に大きな情報源や速い情報処理能力を持つコンピューターのほうが文学を読めると うことになる。　
事実、ＡＩは囲碁や将棋の棋士に勝つことができるし、
二〇〇六年にはＡＩが書いた文学作品が星新一賞の一次審査を通過した。また、レンブラントの絵の特徴を学習したＡＩが描いた絵は、言われなければレンブラント本人が描いたものと区別はつかないだろう。これらの特徴や、汎用型ＡＩ
4の出現もあり、いつかＡＩは人を超えるのではな
いかと考える人もおり、レイモンド・カーツワイル氏などはその時点を二〇四五年だとしている。
5
　
しかし、やはりそうはならないだろう。コンピューター
の文学の読み方 人の文学の読み方はやはり違う。そう考える理由の一つが、シンボルクラウディング問題である二
　
人の文学の読み方
　
シンボルクラウディング問題とは、意味と情報の結びつ
き方が分からない問題と言い換えることができる。
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人間は「シニフィアン」 （意味）と「シニフィエ」 （記号
情報）を結びつけ、双方向からその対象を想定できるが、二者の間に必然性はないため、ＡＩにはこの作業が非常に困難となる。機械学習により特定の事柄が判断できるようになっても、それがその概念の全てとはいえないため、ＡＩの課題と言われている。　
例えば、ケーキを見て甘いと想定することや、甘いもの
としてケーキを想定でき ことである。これはケーキという物の一部を表してはいるが、 れだけではケーキ全体の概念とは言えず、
 それを表すためには、材料は何なのか、
どのよ な形をしているのかなど 多面的、複合的に情報を処理して判断しなければならな 。　
このことについて、新井紀子氏は次のような例を示して
いる。
6
　
では、Ｓｉｒｉはどのくらい賢いのでしょうか。
たとえば、 「この近くのおいしいイタリア料理のお店」と、訊いてみてください。ＳｉｒｉはＧＰＳで位置情報を判断し 、近 にある「おいしい」イタリア料理の店 推薦 てくれるはずです。でも、それは話のポイントではありません。次に「この近くのまずいイタリア料理の店は」と訊ねてみてくださ
い。すると、似たような店を推薦します。評判の悪い店から順に表示することはありません。Ｓｉｒｉには「まずい」と「おいしい」の違いがわからないのです。
　
Ｓｉｒｉには「まずい」と「おいしい」の違いがわから
ない。Ｓｉｒｉはその言葉の意味を理解しているのではなく、解析のできる記号を読み取っているに過ぎな 。　
人であればこの二つの言葉の違 は明らかであり、 「ま
ずい料理」から何か具体的な料理を思い浮かべ、その反対に、その から「まずい」という感想を導き出すことができる。 「言葉 と う記号そのものを読み取っているのではなく、 「言葉」が発せられた状況や、それ 発するに至った経緯、発している主体の表情などを総合的に判断して、その言葉に意味を付けている だ。そうであるから、「まずい料理」と言われれば「なぜまずい料理をたずねるのか。 」 「私のまずいと相手のまずいの認識は同じだろか。 」などを瞬時 うち 判断し、 「う〜ん。私は……」という前置きをおいて発言をする。　
そのような意味付けを行っていくのは、解析してそれを
提示したその後があると信じているからではないだろか。
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人には相手との会話を成り立たせなくてはいけないとい
う一種の義務感があるように思う。相手とかみ合わなければ会話は続かず、気まずい雰囲気になることを知っているからだ。しかしコンピューターには、相手がその答えに満足しようとしまいと関係がない。問い 対する答えが示されれば、そこでコンピュータの行うべきタスクは終了する。ロボットには「その後」はない。これが、コンピューターと人の文学の読み方が違うと考える理由のもうひとつである。コンピューター 人とでは時間の在り方が異なるのだ。新井紀子氏は前掲書の中で次のように記して る。
7
ＡＩには、意味を理解できる仕組みが入っているわけではなくて あくまでも、 「あたかも意味を理解しているようなふり」をしているのです。しかも、使っているのは足し算と掛け算だけ す。 （中略）論理、確立、統計。これが４０００年以上の数学の歴史で発見された数学の言葉の全てです。そして、それが、化学が使え 言葉のすべてです。次世代スパコンや量子コンピューターが開発されようと非ノイマン型と言おうとも コンピューターが使えるのは、この３つの 葉だけです。
　
コンピューターは足し算とかけ算を用いて、論理と確率
と統計によって答えを導く。それはつまり、最も論理的で、確率が高く、統計的に多い答えを、現在時において計算しているということである。曖昧性や不確定性はなく、これらによって計測できない物事は「理解不能」として処理する、あるいは「 りあえず考えない物事」としている。現在保有しているデータにも づいた動きしかできず、コンピューターは常に「現在」 おいての最適化をはかっているということで 。　
であるから、次のような読みはコンピューターに 難
いのではないではないだろうか。
8
梅が枝に来ゐる鶯春かけて　　　　　
鳴けどもいまだ雪はふりつつ
　　
巻一・五
（中略）私は、 『古今和歌集』の根底をなすものの一つに「遊び心」を見たいと思っている。 （中略）興味の中心は、極限的な季節の境界にあり、現実を超えて極限的な白一色の幻想世界にあるのだ。 （中略）遊びを戒め、遊び心を低いものと て た近代。そ 近代の歌人たちが見たのとはちがう位相の『古今和歌集』が、ようやくはっきり見える時代になってきたようで
─ 24 ─
ある。
　「遊び心」は規定の難しい感情であるし、 「現実を超える」などという概念はＡＩにはないだろう。　また、 「なってきたようだ」との表現は、過去を知った
上での現在の発言であり、これからの希望も感じることのできる言葉である。この過去・現在・未来の発想こそ人が持つ特有のもの り、コンピューター 持つことができない特質ではないかと考える。　
少なくとも、現在のコンピューターには未来という概念
はない。例えば「明日」や「明後日」などであればコンピューターにも認識は可能である。
9なぜならば、現在保
有し得るデータで予測がたてられるからだ。　
しかし、それが「一〇年後」になればどうだろうか。 「明
日」のことは答えることができるが、 「一〇年後 ことは答えることができない。
10それは、予測値を出せないた
めである。この先、もっと性能のあがっ コンピューターが出てくればこ 質問に られる機器もあ かもしれない。だがそれも予測可能性の性能があがったにすぎず、結局のところ今行っている動作と変わりは 。コンピューターは未来を持っていな だ。
三
　「古今和歌集」の歌を読む
　
三谷邦明氏は著書の中で「ムカシ」と「イニシヘ」とい
う言葉について次のような見解を示している。
11
平安朝初期の物語文学は、 （中略）冒頭に「昔」という語を常套的に含み、多くの場合「けり」の語を伴うことに特色がある。 〈イニシエ〉では過去と現在が連続しているのに対して、 〈ムカシ においては過去と現在が断絶しており、彼方の異郷の世界に飛翔して行くのがこの言葉の特質だと言い換えることも可能であろう。更に一歩進めるならば、現在という日常の世界から非日常的な異郷の世界に入るための記号が〈ムカシ〉だとさえ言えるはずである。
　
この点を「古今和歌集」の歌で確認してみたい。まずは、
「いにしへ」の語が入る歌である。
「古今和歌集」巻第十四・恋歌四・七三四番・紀貫之いにしへになほたちかへる心かな恋しきことにもの忘れせで
　
歌を解釈すると、 「いにしへ」は過ぎ去ったことだと理
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解しながら、それでも「なほ」立ち返れるものだとされ、また、 「もの忘れせ 」との言葉から、恋しい気持ちが現在においても続いていることが示されている。 「いにしへ」との言葉の連続性を捉えることができる。　
次に「むかし」との言葉が記された歌は次のようなもの
がある。
「古今和歌集」巻第三・夏歌・一六三番・壬生忠岑むかしへや今も恋しき郭公故里にしも鳴きて来つらむ
　「今も恋しき」との語は、むかしも恋しかったけれども、今も恋しいとの意と解せ、恋しい気持ちは同じであるが
「今」と「昔」という時間の分けられ方をしている。また、「しも」との言葉が、この地が「ふるさと」であることを強調していると捉えられ、 「むかし」と「今」は離れたのだと解することができる。　「むかし」は今という言葉に対峙し、今よりも前の時点という対象として捉えられ、一方向的な矢印で り、 という時間を認識するための言葉 あ 現在時におけ 最適化をはかるコンピューターと同じだと捉えることができる。　一方の「いにしへ」は、過去、現在、未来と連綿と続く
性質をみることができる。過去は現在へとつながり、その現在が未来では過去になっている。その流れは止まることがなく、ずっと続いていると推測でき、人はこの時間性を有して生きている 考えられ 。これにより、人は今の先があると、ほとんど疑いもせず信じられている。であるから、 「一〇年後の未来」や「将来どうなっているかな」などの曖昧な答えにも答えることができ、それによっ 、「もっと違った読みはできないだろうか」という突拍子もない文学 読み できると考えられる。　
例えば、次のような例である。
例示１「古今和歌集」巻第四・秋歌上・二三〇番・藤原時平朱雀院の女郎花合によみて奉りける女郎花秋の野風にうちなびき心ひとつを誰によすらむ例示２「古今和歌集」巻第四・秋歌上・二三一番・藤原定方秋ならで逢ふことかたき女郎花天の河原に生ひぬものゆゑ例示３「古今和歌集」巻第四・秋歌上・二三二番・紀
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貫之誰が秋にあらぬものゆゑ女郎花なぞ色にいでてまだき移ろふ
　
通常、この歌は別々の歌として在る。しかし、 「古今和
歌集」の中で同じ女郎花を詠んだ歌として並べられた時、同じ一輪の女郎花を見て三者が詠んだ三首の歌であり、いずれの歌も女郎花を女性と見立て、その女性の恋の行方の物語を詠んだ歌と解することもできる。 ように解すれば、例示１の歌は、 「心ひとつ」を「誰かによせて」いる女性がいて、一体誰に恋しているのだろうかと気にする歌の主体を見ることができるし、その次にある例示２の歌では、 「逢ふことかたき」 、つまり、逢えていないことを知っており 知っているということはずっとその女性のことを気にして見守っている歌の主体を見 ことが きる。そして例示３で、 「まだき移ろふ」 尋ねる 主体がおり、気にしていた女性が恋を諦めてしまった 知るこ できる。四
　
未来を指向する
　
偶然並んだこの三首であるため、このような解釈は一般
的とは言えない。しかし、可能 ある。それは、その歌
が全体の中でどのようにあるのかとの総合的判断、違った読み方ができないかなという願いに依拠している。この判断は、コンピューターには苦手な判断であり、人が文学を読む特質だと考える。　
しかし、これらの行為も、データベースさえ整えば可能
になるかと思う。特に汎用型ＡＩは自発的に学習していくため、想定していた解 は異なる解を導くこともあるだろう。それが「面白さ」につな るという指摘もできるだろう。だが、その い という感覚は人の感じるものであり、コンピューターは提示された条件を満たす最適解を示しているにすぎず 思って解を出しているわけではない コンピューターには現在しかないのだ。過去のデータ 、結局のところ、現在までに収集したデでしかなく、コンピューターには現在までという時間しかない。例え、予測知として十分後 地球が滅びる 結果が出たとしても、コンピューターは れを淡々と伝えることができるだろう。　
人はそうではない。 「地球が滅びるとどうなるの 。 」 「自
分たちはどのようにして生きていけば いのか。 」などの疑問が湧き上がってく そのような疑問が生じることこそ、未来があると信じ いる証拠である 現在は過去が変成したもので、未来にとっ は現在が過去になる
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いうような、円環する時間を私たちは無条件に信じている。それは、私たちは物語を生きていると言い換えられるかもしれない。
　
　
現在時における想定以上の解をコンピューターも導くこ
とができる。だが、 「未来はどうか？」との希望を抱くことはできない。 「 「古今和歌集」 将来違った読み方をされるかもね」とは、 「古今和歌集」が読まれる未来の時間があることを信じてい からこその言葉である。言葉 読むということは、すでにして、未来をひらいてい ということなのではないだろうか。附記─本論は平成
30年６月３日に行われた全国大学国語国
文学会での研究発表の一部を用いています。ご指導、ご鞭撻くださいました諸先生方に御礼申し上げ〈註〉
1　
 「ＡＩ」の定義は次のようにする。 「 （
A
rtificial 
Intelligence ）人の行う知的な情報処理システムをコン
ピューター上で実現するシステム。１９５６年にダートマスで開かれたワークショップで誕生した言葉。 」これと類似する言葉として、 「ＡＩ技術」を用いる。こちらの言葉
の定義は次のようにする。 「ＡＩを成すために開発されているさまざまな技術のこと。現在一般的に用いられている「ＡＩ」はこれを指す場合が多い。例）
 Siri 、ルンバなど。 」
2　
 iO
S
や
m
ac O
S 向けのコンピュータープログラム。言語を
処理し、質問への応答などを行う。
A
pple
が開発した機械
学習技術によって稼働している。
3　
 本論における「古今和歌集」の本文は、 『新編日本古典文学全集』 （小沢正夫・松田成穂
 校注・訳、小学館、平成６
年
11月
20日）に拠った。
4　
 特定の課題だけでなく、想定していない未知の課題にも臨機応変に対応できるＡＩ技術のこと。例）病気の診察、家事など。これに対するのが「特化型ＡＩ」であり、想定される特定の課題に対応 を指す。例）顔認証、将棋の対戦、スマートスピーカーなど
5　
 2029 is the consistent date I have predicted for w
hen an 
A
I w
ill pass a valid T
uring test and therefore achieve 
hum
an levels of intelligence. I have set the date 2045 for 
the 〝
Singularity 〟
w
hich is w
hen w
e w
ill m
ultiply our 
effective intelligence a billion fold by m
erging w
ith the 
intelligence w
e have created.
　　
（
2029
年は、
A
I が有効なチューリングテストに合格し、人
間の知能レベルを達成すると確実に予測できる日付です。私は、私たちが作った知性と合わさること 、効果的な情報を
10億倍に増やす日「特異点」を、
2045
年と設定しまし
た。 ）
─ 28 ─
　　
R
ay K
urzw
ei （日本語訳は論者による） （
https://w
w
w
.
sxsw
.com
/ ）より引用
6　
 新井紀子『ＡＩ
 ｖｓ
 教科書が読めない子どもたち』 （東
洋経済新報社、平成
30年２月
15日、
120
頁）
7　
註６と同書（
108
〜
118
頁）
8　
 佐佐木幸綱「遊び心の歌」 （ 『新編日本古典文学大系
　
古
今和歌集』月報２
 第５巻付録、岩波書店、平成元年２月
20日）
9　
 Siri に「明日の天気」をたずねれば、ＧＰＳを使って現在
地を測り、その地点の天気の予報を教えてくれる。
10　
 Siri に「一〇年後の天気」をたずねれば、 「そこまで先の
日付の天気はチェックできません。変わりに九日後の天気をお知らせします。 」と答えてくれる。 （現時点）
11　
 三谷邦明「物語文学の成立
 ─〈モノ〉と〈書くこと〉あ
るいは虚構の自立─」 （ 『物語文学 方法Ⅰ』有精堂、平成
10年３月
30日、
131
頁）
（やまもと
 みき・創価大学助教）
